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Profile
国際協力機構（JICA）
人事部 人事課

小林香咲（こばやし・かすみ）
大学院では創造理工学研究科において建築
学（環境工学）を専攻。2013年入構後、産
業開発・公共政策部の資源・エネルギーグ
ループにて、大洋州や途上国のエネルギー支
援プロジェクトに従事。2015年より人事部。

理系の力が、世界を変える
研究に没頭した経験が、世界を形作ってゆく

今や理系が活躍するフィールドは、日本国内だけに留まらない。

研究を通じて得た知見や姿勢は、世界にも通用する可能性を秘めている。

世界最大級のODA実施機関である国際協力機構（JICA）で、

グローバルに活躍する理系出身者の姿から、世界で活きる理系の力を読み解いてみよう。

際
協
力
機
構
（
以
下
J
I
C
A
）
の
使
命
は
開
発
途
上
国

の
『
国
創
り
』。
つ
ま
り
途
上
国
が
抱
え
る
あ
ら
ゆ
る
課

題
を
解
決
に
導
く
こ
と
。
そ
の
事
業
領
域
は
世
界
1
5
0
を
超

え
る
国
と
地
域
に
及
び
、
保
健
医
療
、
農
業
、
都
市
開
発
、
環

境
、
水
、
防
災
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
情
報
通
信
な
ど
分
野
も
多
岐

に
わ
た
る
。
J
I
C
A
の
掲
げ
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
「Inclusive 

and D
ynam

ic D
evelopm

ent

（
す
べ
て
の
人
々
が
恩
恵
を
受
け
る
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
開
発
）」
を
進
め
る
こ
と
。
理
系
出
身
者
た
ち
の

力
に
よ
っ
て
様
々
な
技
術
が
発
展
す
る
一
方
で
、
そ
の
恩
恵
が

世
界
に
あ
ま
ね
く
届
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
J
I
C
A
は

開
発
途
上
国
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
技
術
協
力
・
資
金

協
力
な
ど
の
多
様
な
メ
ニ
ュ
ー
を
駆
使
し
て
、
世
界
に
存
在
す

る
課
題
に
向
き
合
い
続
け
て
い
る
。

60
年
以
上
に
わ
た
る
国
際
協
力
事
業
を
担
い
続
け
、
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
を
輩
出
し
て
き
た
J
I
C
A
。
そ
の
J
I
C
A
で
世

界
各
国
の
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
取
り
組
ん
で
き
た
小
林

香
咲
氏
か
ら
、
世
界
を
舞
台
に
働
く
こ
と
の
意
義
を
聞
い
た
。

数
多
く
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
ま
と
め
、

合
意
形
成
を
図
る

私
は
大
学
院
で
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
研
究
し
ま

し
た
。
J
I
C
A
入
構
後
は
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
案
件
の
担
当

部
署
に
配
属
さ
れ
、
最
も
力
を
注
い
だ
の
が
技
術
協
力
を
通
じ

た
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
国
家
戦
略
）
づ
く
り
で
す
。
J
I
C
A
で

は
若
手
で
あ
っ
て
も
案
件
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
任
さ
れ
る
た
め
、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
イ
ン
ド
、
欧
州
、
大
洋
州
（
オ
セ
ア
ニ
ア
）・

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
、
様
々
な
国
を
担
当
す
る
機
会
を
得
ま
し

た
。
上
司
や
同
僚
か
ら
の
指
導
・
助
言
は
あ
り
ま
す
が
、
私
が

動
か
な
い
と
物
事
が
進
ま
な
い
、
と
い
う
一
担
当
者
と
し
て
の

気
概
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

例
え
ば
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
案
件
に
お
け
る
J
I
C
A
担
当
者

の
役
割
は
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
で
あ
る
相
手
国
政
府
と
共
に
根
幹

と
な
る
構
想
を
立
上
げ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
実
施
中
は
要

所
で
様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
巻
き
込
む
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
あ
れ
ば
、

相
手
国
政
府
内
だ
け
で
も
財
務
省
や
経
済
産
業
省
、
国
土
交
通

省
な
ど
に
あ
た
る
多
く
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
関
わ
っ
て
き

ま
す
。
各
省
庁
に
よ
っ
て
重
視
す
る
ポ
イ
ン
ト
が
異
な
る
中
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
利
害
を
上
手
く
調
整
し
、
全
体
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス

を
形
成
す
る
こ
と
も
J
I
C
A
の
役
割
の
一
つ
で
す
。

大
洋
州
の
電
力
問
題
に
対
す
る
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立
ち
上
げ

特
に
印
象
深
か
っ
た
仕
事
に
、
大
洋
州
に
お
け
る
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
形
成
が
あ
り
ま
す
。
大
洋
州

と
い
う
と
一
見
日
本
と
は
か
け
離
れ
た
世
界
に
思
え
ま
す
が
、
輸

入
燃
料
に
依
存
し
て
い
る
点
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
を

図
る
も
の
の
、
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
現
状
は
、
島
国
で
あ
る

日
本
に
と
っ
て
も
重
要
な
問
題
。
特
に
共
通
点
の
多
い
沖
縄
な

ど
の
島
し
ょ
地
域
に
は
、
優
れ
た
技
術
や
知
見
が
豊
富
に
あ
り

国



025

（上） アジアとヨーロッパの境であるボスポラス海峡を横断する地下鉄用トンネルの建設途中（トルコ）

（右） 公共水栓が設置され、安全な水を飲めることに喜ぶ子供たち（カンボジア）

（上） 大洋州トンガの既設ソーラーパネル
（左）地熱発電開発を支援することで再生可能エネ
ルギーの利用を促進

ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
形
成
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
う
し
た
技
術
・

知
見
を
持
つ
専
門
家
や
企
業
の
力
を
結
集
し
な
が
ら
、
現
地
へ

出
張
し
て
対
象
国
政
府
や
国
際
機
関
と
意
見
交
換
を
し
、
情
報

収
集
と
分
析
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
結
果
、
紙
1
枚
の
ア
イ

デ
ィ
ア
か
ら
始
ま
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
具
体
的
な
協
力
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
へ
と
繋
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

研
究
テ
ー
マ
に
真
摯
に
向
き
合
う
姿
勢
が
、
世
界
で
活
き
る

私
が
初
め
て
途
上
国
と
呼
ば
れ
る
地
域
に
足
を
踏
み
入
れ
た

の
は
、
大
学
院
時
代
に
研
究
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
れ
た
時
で
す
。

電
気
や
水
が
な
い
地
域
で
の
生
活
を
実
際
に
目
に
す
る
こ
と
は
、

知
識
と
し
て
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
と
は
全
く
の
別
物
で
、
衝

撃
的
な
体
験
で
し
た
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、「
地
球
規
模
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
解
決
に
貢
献
し
た
い
」
と
考
え
て
就
職
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

学
生
時
代
の
研
究
で
得
た
知
識
す
べ
て
が
仕
事
に
直
結
す
る

わ
け
で
は
な
く
、
実
際
の
業
務
で
は
、
よ
り
深
い
技
術
的
知
識

や
経
済
・
財
務
的
な
視
点
で
の
理
解
・
分
析
力
、
国
境
を
越
え

て
関
係
者
と
協
働
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
勉
強
を
続
け
る
毎
日
で
す
が
、
デ
ー
タ
を
丁
寧
に
積

み
上
げ
て
分
析
す
る
姿
勢
や
、
興
味
を
持
っ
た
分
野
を
掘
り
下

げ
る
探
求
心
、
全
体
を
俯
瞰
す
る
能
力
な
ど
は
、
業
務
で
も
活

き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

世
界
を
相
手
に
働
く
上
で
、
自
分
が
担
当
す
る
セ
ク
タ
ー
に

対
す
る
愛
着
が
あ
る
こ
と
は
大
き
な
強
み
で
す
。
そ
の
点
、
大

学
で
何
ら
か
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
方
は
、
そ
の
テ
ー
マ
に
対

す
る
思
い
入
れ
が
あ
る
は
ず
。
私
自
身
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
と

の
関
わ
り
方
を
考
え
続
け
て
い
ま
す
。
ひ
と
つ
の
こ
と
を
成
し

遂
げ
よ
う
と
す
る
真
摯
な
思
い
。
そ
れ
は
、
世
界
と
い
う
広
い

舞
台
に
出
て
行
く
時
の
原
動
力
に
な
り
ま
す
。
専
攻
を
活
か
し

て
世
界
の
課
題
解
決
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
自

分
の
興
味
に
対
し
て
し
っ
か
り
と
向
き
合
う
中
で
、
将
来
へ
と

繋
が
る
道
が
見
つ
か
る
は
ず
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。


